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＊ 1

まえが き

　 フ ォ ッ サ ・マ グ ナ南部地域 に お い て ， 外帯要素 で あ

る三波川帯およ び その 南 側 の 各構造帯 は ，90
°
近 い 屈曲

を示す と は い え ， 明 らか に連 続 し関東東部 に まで 延長

して い る．こ れ に 対 し，フ ォ ッ サ ・マ グナ 北部地 域 に

お い て は ， 両 側 の 基 盤岩類 は 東西 方向で 凡 そ 90km
〜120km の 距離 を隔 て て露出し，その 間は広 く新第

三 系 が 分布 し て い て 構造 の 連続関係 が 不明 で ある．

　 した が っ て，牛来 （1952， 1968）が指摘 した ように，

フ ォ ッ サ
・

マ グナ の 構造 的意義を どの 様 に と ら え る か

は，先 第三 系 の 基盤構造 をどの よ うに 考 え る か ， 具体

的 に は 東西両側 の それ ぞれ の 先第三系構造区の 相互 の

関係を どの よ うに 考 え る か に よ っ て ち が っ て くる。

　 こ の 問題 に関して は既 に ， 両側地域 そ れ ぞ れ に おけ

る 帯 状 構造 の 区 分 お よ び そ の 対 比 に つ い て
， 大森

（1960）， 礒 見 ・
河 田 （1968＞，HAYAMA 　2渉祕 （1969），

山下 （1966，1970）な ど傾聴 すべ き研 究が な され て い

る．そ して
一

部に つ い て は共通 した 理解 が あ る．すな

わ ち，西側 の 丹波帯 （美濃帯）は 足尾 ・日光帯へ 連な

り，飛騨 外縁構 造帯 は 上 越 変成帯 （HA 乂AMA
，
19691 山

下
・
端 山 ら，1965＞に 連 な る で あ ろ うと い う点 に つ い

て は 現 在 の と こ ろ 大 した 異論 は な い ようである （第 1
表 ）．

　 しか し，西側 で は帯状構 造が よ く残 さ れ て い る の に

対 し， 東側 で は山下 （1970）が 示 して い る よ うに い く

っ か の 推定構造線で 分断 され，しか も著しくブ ロ ッ ク

化 して い る．こ れ は グ リーン タ フ 期 の 断裂運動 が重複

して い る とは い え異常 で あ り特 に 筆者 の注目をひ く．

しか も，全体 の 構造は 内帯の 構造 に 対 し著 し く不調和

で あ る．

　そ こ で，東側 におけ る 基盤 岩帯状構造 の 関東 山 地 の

そ れ に 対す る不連続， 更 に 広 くフ ォ ッ サ ・マ グナ地域

に 対 す る不連続 な どを説明す る た め に ，利根 川 構造線

（望月，1950 ； 山下 ， 1957； 山下 ・端 山 ， 1965）， 関東

構造 線 （石 井 ， ユ962；礒 見 ・河 田 ， 1968）な ど が 考 え ら

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 oksn

　第 1図　 フ ォ ッ サ マ マ グ ナ 両側に お け る 基盤岩

　　　　　類の 帯状構造 の 配置（礒見 ・河 田 ，
1968

　　　　　に よ る）
A ：飛騨帯 ； B ：飛騨外緑帯 ； C ：美濃帯 ； D ：領

家帯 ； E ：三 波用帯 ； F ：秩父帯； G ：四 万十帯

（北帯）； H ：四 万十帯 （南帯）； B ’ 1上越帯 ； C 〆

：

足尾帯 ； D 〆

：筑波帯 ； D ”

：阿武隈帯

  一  ：フ ォ 。 サ ・マ グ ナ 西 縁構造線 ；  
一
邇 ：利

根川構造線 仙 下 ・端山 に よ る） ；   一
  1 関東平

野下 に 潜在す る 中央構造線延長部 ；  
一
  一  ：予

想さ れ る
“

関東構造線
’

；   一
  ：新発田一小出線

（山 下 ・端山に よ る）

祠 新潟 大 学琿．学部地 質鉱 物学教 室

れ て い る．また，最近 ， 山下昇 （1970）は利根川構造

線を北 へ 延長 し，改 め て 「柏崎
一

銚子線」を提 唱 した．
こ の 線 が あ る と す れ ば

， 上越地 方 で どの 辺を通 る か に

っ い て は西 田 ・茅 原 （1973）が 論 じた と こ ろ で ある．

ま た ， 猪間 （1971） は 新 第三系下部の 坑井資料 に 基づ

い て ， 幅 の ある構造帯 を考 え ， 「米 山一谷 川岳構造帯」

を提唱 して い る．

　最近，糸魚 川
一

静岡線以西 の 三 郡帯 の 構造 に っ い て

は ， 伊藤 （1966） ・
松久 （1968） ・

加納 （1975）お よ
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第 1表　　フ ォ ッ サ ・マ グ ナ 両 側 の 基盤岩 類 の 分布 と 対比

フ ォ ッ サ ・
マ グ ナ 以 西 フ ォ ッ サ

・
マ グ ナ 以 東

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l

A 飛 騨 帯 　 　 　 　 　 　 　 1
　 飛 騨 外 縁 構 造 帯 一一一 一 一 一 1
B 　三 群 （変 成 ）帯 　 　 　 　 　 　 1

層

層

取

馬

？

9・

手

来

帯）波丹

帯

（

家

濃美

領

CD

1L
− 一＿＿＿謡＿
i　 戸 倉 沢 層

1 岩 室 層

1 奥 利 根 層
1
！　 中部 三 畳系

　　　　　　 ？

L （上 越 変 成 帯 ） ・
・

　　　　（片 品 構 造 帯 ）

足 　 尾 　帯

筑 　波 　 帯

奥 利 根 帯

C ／

D ’

一 一一（中 央 構 造 線 〉
一 一一く関 東 構 造 線 ）一一一 一

　　　　　 外 　 帯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外 　 帯

び 筆者 （1975） らの 研究 に よ り，よ り詳 細な状況 が 明

らか に な っ た。また，新潟一群馬県境地帯 に つ い て筆

者 ・小松 正 幸
・黒 川正 己 らの 調 査 が 1975年 に 行 わ れ

て新 しい 事実 が 多 く判 明 し た ．

　
一

方，
フ ォ ッ サ ・マ グナ北部地域 の 新第三紀 層地帯

で は深 い 坑井 に よ っ て 柏 崎附近 の 新第三系基盤 に 超塩

基性岩 の 存在す る こ とが 明 らか に な っ た （石和田
・
猪

木，1971；猪 聞 ， 1971）ほ か に ， 1974年 7 月 の 新潟焼

山火 山の 爆発 に よ っ て噴 出 した火 山灰 の 研究 （茅原
・

小松 ，
1975）か ら，こ の 地 域 の 先第 三 系 基 盤 に 塩 基 性

岩
〜

超塩 基性 岩の 存在する こ とが 明 らか に な っ た ．更

に 米 山 ・棚層の 鮮新 世 火 山岩 （佐藤 ・米 山研 究 グ ル ー

プ，1975；TAKEsHITA，1974）や 糸 魚 川 東南方 の 鮮新世

火 山 岩 （島津光夫氏談話 ） に もは ん れ い 岩 の 捕 獲i岩 が

多数 存在 して い る こ と が 知 られ て い る．

　 こ れ らの新 知見を加 えて，フ ォ ッ サ ・マ グナ北部地

域 の 基 盤 岩 の 構造 お よび そ の 変動 史 に つ い て 考 察する

こ とが こ の 小論 の 目的 で あ る．

　謝 辞　本論文 を 草す る に あた D，新 潟大 学 理 学 部地 質 学鉱 物学

教 室 の 西 田 ・島津・植 村 ・青 木 ・
小 松 の 各 氏，同 教 養部 の 長 谷 J］［美

行 氏か らい ろ い ろ 御教示 を受 け た．こ こ に こ れ らの 各位 に 対 し厚

く感謝 申 し上 げ る．特 に 西 田彰
一

教授 に は，日頃，フ t ッ サ ・マ

グナ北 部地 域 の 先 第三 系 基 盤 や 関連 す る 構 造 線 に 関 して 御 教

示 ・御 討 論 を い た だ い て き た．ま た，小 論 で 同 教 授 の 見 解 の 引用

を許 可 され た．こ こ に深 甚 の 謝 意 を表
．
し た い ．

　 更 に，先 第三 系 基 盤岩に つ い て 新知 見 の 御 教 示 をい た だ い た 島

津 光 夫 教 撰 に 深 く感謝 申 し上 げ る．

1 ．フ ォ ッ サ 。マ グ ナ 北 部 地 域 周 辺 の 先 第 三 系

　 基盤 岩 に 関 す る 最近 の 知見

L フ ォ ッ サ ・マ グナ北部地域 に お け る 新第三

　 系基盤 の 塩基性〜超塩基性岩

　 a ） 柏崎 附近 の 坑井 で発 見 さ れ た 超塩基性岩

　既 に 猪間 （1971），石和 田 ・
猪木 （1971），お よび 茅

原 （1974a ＞が 報告 して い る よ うに，柏崎東方 の 中央

油帯 南 部 で 掘 さ くされ た 坑井 の うち，北 側 の 吉 井

SK − 4 号井 で は 地 表 深 度 3，　109　m 以下 で 白亜 紀花崗

岩 が 確認 さ れ ， そ れ よ り南西方約 5km の 茨 目 1 号井

お よび 更に その 南約 600m に 位置す る南安田 SK − 2D

号井 で は ， そ れ ぞ れ 地表 深 度 3，215m ，2 ，880　m 以 下で

含 か ん らん 石単斜輝 石 岩 お よび 蛇紋岩 が 新 第三 系 の 基

盤岩 と して 存在する こ とが 確認 さ れ て い る．

　含 か ん らん 石 単斜輝 石 岩は ， 破砕構造 が い ちじるし

く， 主成分鉱物 は 異 は く石 様の 単斜 輝石 （成分 は ほ ぼ

Wo47En42FSn ）で ， 80％以上 を占め ， そ の ほ か ， か ん

らん 石 が わ ずか に 伴 われ て い る．また ，帯黄暗緑色 の

ス ピ ネ ル の 小粒 が 散点 す る．更 に，二 次的 に 形成 され

た 細粒 の actinolitic　amphibole が 発 達 して い る．

　猪間 （1971）は ， こ れ らの 坑井 に 隣接す る多 くの 深

井 戸 に よ る探 鉱 結 果 ， 特 に 七 谷 層
・
寺 泊 層 の 層相 ・

有

孔 虫化石 などの 南北両側 で の 差異，お よ び 谷 川岳 附近

に 分 布す る 蛇 紋 岩や そ の 構造 な ど を総 合的 に 考 慮 し

て ，幅 約 15km で 北北西
〜

南 々 東方向に の び る
“

米山

一
谷 川 岳構 造帯

tt
を提 唱 した。こ れ は 山下 の

“

柏崎一銚

子線
”

の うち北部 の もの に つ い て新 しい 解釈 を示 した

o
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もの で あ る．

　 b ） 新潟焼山火山直下 の 新 第三 系基盤 と し て の

　　　塩基性 〜 超塩基性 岩類

　糸魚 川 南東方，東径 138
°
2
’
12”

， 北緯 36
°
55’ 3 ”

に 位

置す る 新潟焼 山火山 は 1974年 7 月 28 日 に 爆発 し，多

量 の 火 山 灰 が 噴出した ．こ の 火 山灰 中に は，本 火 山の

基 盤 で あ る新 第三 系 の 更 に 基盤 と考 えられ る 塩 基性

〜
超塩基性岩 の 破 片が 多量 に 含 ま れ て い る （小松

・
茅

原 ， 1975；小松 ・茅 原 ， 1976），

　先第三系基盤岩と考 え られ るもの として は ，
Meta ・

−diabase 〜 gabbro 　・amphibolite 　・quartz−biotite

schist ・clinopyroxenite な どが あ り，成 因的 に 若干問

題 の ある もの として cordierite −anthophyllite 　 rock 　．

quartz−cordierite ・sericite　rock などが あ る．こ れ らの 塩

基性 〜超塩基性岩を構成 して い る角閃石類 に は ， 無色

の もの ，淡緑色 ・青緑 色 の もの な どが あ る．また，多

くの 岩 石 に 黒雲母 を生 じて い る こ とが 注 目され る．

　焼山基盤 の 塩基性岩〜
超塩 基性岩 は 岩質 か ら み て，

柏崎附 近 の もの や上越帯 の もの に 類似性 が 強 い ，

　 c ）　新 第三 紀火山岩の 捕獲岩 と して の は ん れ い 岩

　こ の 種 の 岩石 が 含まれ るもの と して は 次 の 地域が あ

げ られ る．

　米 山 地 域
一

安 山岩中 に 角閃 石 は ん れ い 岩 の 捕獲 岩

　　 （佐藤 隆春 ・米 山研 究グ ル
ープ， 1975）

　荒 倉由安 山岩
’2
（ma層）一片麻状角閃 石 は ん れ い 岩 の

　　捕 獲岩 （TAKESHITA， 1974；島津光夫氏 の 談話 ）

　糸魚川南東方海 嵎流域 の 安 山岩
一

は ん れ い 岩 の 捕獲

　　岩 お よ び角閃石 の メ ガ ク リ ス ト （島津光 夫氏 の

　　 1975年 の 調査に基づ く談話 ）

2 ．姫 川 西 側地 域 の 地質構造

　 こ の 地 域 は，結 晶片岩 ・準片岩〜
千枚 岩 ・非変成古

生 層 ・中生層お よ び こ れ らを貫 く超塩 基性 〜塩基性 深

成岩類
・花崗岩 ・濃飛流紋岩 な どか ら な っ て い る．

　 こ れ らに つ い て ， 古 くは 石 井清彦 （1937）の 有名 な

白馬岳図幅 が あり，そ の 後，BANNO （1958）や 小林 貞

一
ら （1957）な ど の 優れ た 研 究が 公表 さ れ て い る．ま

た ， 蛇紋岩 に 関連 し て 関 （1963）や 筆者 （茅原 ， 1960，

1969，1971）の 研 究が あり，青海附近 の 非変成古生層

に つ い て は 長谷 川 （1964）の 報告 が あ る．

　最近，朝 日岳 ・白馬岳 ・八方尾根附近 の 急峻 な山地

を構成 す る 準 片 岩
〜

千枚 岩類 ・超塩基性 岩 に つ い て ，

＊2
こ の 地 点 は関朿構造 線北部 の 南西側 に あ るか ，ご く近 い と こ ろ に 位

　 置 して い る ，・

　I’

Krn

　　　　　　 第 2 図　姫川流域地質図

　（凡例 1 〜15の 説 明文 は 本論 文 末尾に示 して あ る〉

伊藤 （1966） ・松久 （1968） ・．加納 （1975＞に よる詳

細な研究 が 発表 され，こ の 地域 の 地質構造 が 飛躍的 に

明 らか に な っ た ．

　以上 の 成 果 と最近 の 筆者ら に よる小滝川
・
大所川流

域 の 調査結果 と を基 に して 編図 した もの が 第 2 図 で あ

る．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く t，ふ

　本地域 は NNW −SSE 方向 の 断層 （  一  ，黒負 山断

層）に よ っ て 大 き く2 分 さ れ ， 両側 で構造が 著 しく異

な っ て い る （第 2図 ），黒負山断層 の SW 側 （朝 日岳
〜白馬岳帯）で は，主 として準片岩 〜

千枚 岩が 広 く分

布 し， 概 ね EW − NE 方向 の 構造 をもち ， 飛騨外縁 帯の

全体購造 と調和的であ る．そ の 南 東部 に は 蛇 紋岩化作

用 の 弱 い ダ ナイ トが 存在 して い る．

　
一

方，黒 負山断層 の NE 側 （青海
一

小滝帯 ）で は ，

NNW − SSE 方 向 の 構 造 配列 ・断 層の 存在 が 顕著 で あ

る．

　来昂層 の 分布 は こ の NNW − SSE 方向 の 帯状 配列

に 支配 され て い るように 晃 え る．

　黒 負山断層，青海
一

小滝帯 の 帯 状 配列，お よび 断層

系 の 方 向 と同様 に ， 南西部の 黒部 川花崗岩の貫入 方 向

も NNW 方 向を示 し ， こ の 地 域 の ジ ュ ラ紀以後 の 講造
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と し て 注 目 すべ きもの で あ る．

　 こ の NNW 方向 の 断 層系 は ，来馬層堆 積前 に 既 に 出

現 して お り，ジ ュ ラ紀 後更 に 強 化 さ れ た もの で は あ る

まい か ．し た が っ て，最も新 しい 糸魚 川
一

静岡構造線

に よ っ て切 られ て お り，佐藤 （1973）の い うよ うに ，

こ の 構造 線そ の もの の 運動 に よっ て ひ きず られ た と

い っ た 単純 な構 造発達 史を考 え る こ と は で きない ．筆

者 は 逆 に ， こ の 搆 造 の 形成 が フ ォ ッ サ ・マ グ ナ の 形 成

に寄与 して い る と考 え た い ．こ の 地域 の 中 ・古生界の

湾曲 は ，フ ォ ッ サ ・
マ グナ の 生成 の 初期 ま た は そ れ 以

前に さか の ぼ る可能性 が あ る．

3 ．上 越地域 の 中 ・
古生層 お よび深成岩類 に関

　　す る 新知見

　新潟
・
群馬

・
福 島県境 地 域 は 地 形 が 急峻 の た め，地

質 に つ い て 不 明 な点が 多 く，野外調査 か ら取 り残さ れ

て い た 地域 も多い ．

第 3 図　上 越帯 ・足 尾 帯地 質概 図 （茅 原 ，
1975）

1．新第三 紀層　 2。下部 白鈍系 （戸倉沢層）

3 ．下 部ジ ェ ラ 系 （岩室層）　 4 ．上 部 三疊系 （奥

利根層）　 5．中部三 疊系　 6．二 轡系　 7 ．石 灰

岩 8 ，片状 ホ ル ン フ ェ ル ス 9．石英閃緑岩

10．花崗岩　11．輝緑岩 　12．は ん れ い 岩 　13．蛇

紋 岩

　 こ の 地域につ い て は ，
UMP ・B − Zone の 調査 お よ

び 最近 の 新潟大学 ・東京大学 ・東北大学の 研究者に よ

る 調査 に よ っ て 新 し い 事 実 が 多 く見 出さ れ て きた ，

UMP ・B− Zone の 研 究結 果 に 基 づ い て，端 山
・
木

崎
・
青木 ・小 林 ・戸 谷 ・山 下 （1969）は ，藍 閃変成作

用 で 特徴 づ け ら れ る上越変成帯 の 存在 した こ とを明 ら

か に し，その 日本列 島地質構造へ の 意義 を述べ た．こ

の 研究 は ， 殆 ん ど解体 さ れ て しまい 断 片 的な記録 しか

残さ れ て い ない
“

失 わ れ た
”

変成帯 を復元 し， そ の 性

格 を明 らか に した 優 れ た 研 究 で あ る．しか し ，
い わ ば

五体満 足 な変成帯 に つ い て の 場 合 と異な り，問題 も多

く残 され て い る．

　次 に最近の 知見 を以下 に 列挙 し，それ に つ い て 若干

の 考察を加えて み よう．

　（1） 新潟県黒 又 川流 域 か ら福 島県伊南川上流域 に わ

た る
．“

い わ ゆ る古生層
”

は 全 く連続的 な構造を もち，
NNW − SSE 方 向の 褶 曲軸 を もっ 複向斜 あ る い は複背

斜構造 を示 して い る．

　岩質 に よ っ て筆者は こ れ らを，東側 か ら （a）石灰岩

挾 有帯，（b＞含チ ャ
ー

ト粘板岩帯，（c＞チ ャ
ー

ト帯 な ど

に 分帯 した （茅凍 ・西 田 ， 1968）．

　 こ の うち，最 も東側 の 含石灰 岩帯 は ， 湾曲し， 走向

を NNW か ら NE に変えつ つ 帝釈 山地 の 古生層に 続

い て ゆ く とみ て よい だ ろ う．ま た ， こ の 帝釈 山地 の 小

石 灰岩体 の 多い 古 生層は その まま延長す れ ば 足 尾帯古

生層の 北 西 側 の 方 に 統 くの で は あ る ま い か ．

　（2） 佐藤 正 ・吉田 鎮男
・
木村敏雄 （1974）は ， 新潟

県黒 又 川 お よび奥只見 ダム 附近 を調査 し次 の よ うな重

要 な 点 を指摘 して い る．

　（a 〕奥只 見ダ ム 附近 の
“

古 生ma　’f は NNW − SSE 方向

の褶曲軸を有す る複向斜 を作 り，黒色泥岩 の
一

部 は 非

常 に 石 灰 質で ある．ス レ ー
ト劈開 が 発達す る．東方に

向か っ て 下 位 の 地 層が あ らわ れ て い る．こ の
“

古 生 層
”

は ， 岩質 お よ び 南方 の 尾瀬 ヶ 原北側 の 景鶴山南斜面 の

最上部 二 畳 系 （藤本 ・
小林，1961）との 相対位置 ， な

らび に ，層序的 に 黒 又 川 の 層序 の 下位 に くる 可能性 の

強 い こ とな どか ら，二 畳系 の 上部 の
一
部 と中部 を代表

す る もの と考え られ る，

　（b） 黒 又 川流域 の
“

古生 層
”

も全体 として　NNW −

− SSE 方向 の 軸 を有する ， 奥只 見 ダ ム 附近 の もの と は

別 の 複 向斜 をつ く っ て い る．こ の 付近 の 層序 の 特徴 は，

厚 い 層状 チ ャ
ー

トが 発達 し，そ の 上 に 砂岩 ・泥岩の 互

層 が 重 な る こ と で あ る，チ ャ
ー ト層か ら豊冨な コ ノ ド

ン ト群集 を 産 し ， 中部 三 畳 系 が あ る こ とは 確実 で ， ま
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た ，チ ャ
ー

ト層の 下位 の コ ノ ドン ト群集 か ら，下 部 は

二 畳紀 に わ た る可能性 が あ る．更 に ， 上部 の砂岩の 岩

質か ら ， 三畳 系上部 か ら ジ ュ ラ系 に 対比 され る可能性

が ある．

　（c ）端山 ら （1969）の 想定 した 片 品構 造線 （帯）は，

仮 に存在 した と し て も， 黒 又 川付近 を通る こ とは な い ．

　（d）佐藤 （1974）に よれ ば ， 鶏足一鷲子 山地 で は，東

側か ら 西 側へ
，

二 畳 系 ・三 畳 系 ・
ジ ュ ラ 系 の 順 に 重 な

り，北部 で は 走向 が ほ ぼ 南北 で 南部 で は NE 方向 に 変

化 して い る．

　（e ）要 す る に ， 奥只 見 ・黒 又 川 流域 を含 め，新 潟 ・福

島県境 の 山岳地帯に 分布す る 中 ・古 生界 は ， 少な くと

も二 畳 ・三 畳 系 を含 み
，

ジ ュ ラ 系 に 達す る 可能性 が あ

る．そ の 基本構造 は NNW − SSE
， ま た は NNE − SSW

の 褶曲軸 をもっ 褶 曲系 をっ く っ て い る，こ の 構 造は お

そ らくジ ュ ラ紀 末ま で に 完成 した もの と思 わ れ る，こ

の こ とは 西南 日本 内帯 の 山 口 〜三郡帯 の 大部分 お よ び

足 尾 山 地 ・八 溝山 地 と 同様で ，本 地 域 が 本来 山 口 帯 と

一
連 の もの で あ っ た こ と を示 し て い る．こ れ が 現在 の

よ うに ブ ロ ッ ク 化 し，各々 小山 塊 に 分 れ た の は ，ジ ュ

ラ 紀 よ り後の こ と で あ る の は確実 で ある．

　（3）只見南方地域 に おけ る
“

古 生層
”

中に は ん れ い

岩〜
輝緑岩帯の 存在す るこ と．

　島田 ら （1974）は福島県 5 万分 の 1地質図幅 「小林」

で 古 生 層中 に は ん れ い 岩 〜輝 緑 岩 の 小岩 体 を示 して い

る．こ れ らは 第 3 図 に 示 した ように NNW − SSE 方向

に 線状 の 配 列をして い る，こ の よ うな塩 基性岩体 は 更

に 他 の 部分 で も存在 が 十分 に 予想 さ れ る．

　上記 の 岩 石 は ， 中粒 〜粗粒 の 角閃石 は ん れ い 岩で，

斜 長 石 は ソーシ ュ
ー

ル 石 化作 用 を受け て お り， 角閃石

は
一

般 に 淡褐色 を呈す る．一
部 に角閃 石 岩が あ る が ，

こ れ は 羽 毛状 の 緑褐色 の 普通角閃 石 を主 とす る．

　（4） 小 出町東方 の
“

古生 層
”

に は層状 チ ャ
ー

トが 厚

く存在 し，西方 で は 傾斜 2ぴ以下 の 緩 い 構造 を 示 し て

い る．岩質お よ び 黒 又 川 の 層序 と の 関係か ら み て 三 畳

系 の 可 能 性 が 強 い ．こ の こ とに つ い ては長 谷 川美行

（1965）が 既 に 述 べ て い る と こ ろ で あ る．

、（5）水無川上流 ， 駒 ヶ 岳 を中心 に 分 布する 水無川変

成岩類 （茅原 ・西 田，1968）は，元来，粘板岩 ・砂岩 ・

チ ャ
ー ト・凝灰岩 を原岩 と し ， 準片岩〜千 枚岩化 した

＊3 蛇紋 岩 （お よび は んれ い 岩
〜

輝緑 岩 ）が 花 崗 岩 中に ．あ た か も 浮 い

　 て い る よ うに 存在す る こ とに つ い て 筆 者 は奇 異 な感 を もって い る

　 が ，山下 〔1972＞は こ れ を蛇紋岩 と花 崗岩 マ グ マ の 比 重の 差 で 説 明

　 し，同 時 に結 晶片 岩の 存在 しな い こ と を述 べ て い る ．

後 ， 強 い ホ ル ン フ ェ ル ス 化 を こ うむ っ た複変成岩 で あ

る （端 山 ほ か ， 1969）．第 3 図 に 示 した ように ， 全体と

して NE 方向 で 急傾 斜 の 片 理 構 造 を示 し向斜構 造 を

呈 す る．周辺 部 で は ホ ル ン フ ェ ル ス 化 を受 けな い 千枚

岩 に移化する．した が っ て，位置 か らみ て も中生層（？）

か ち局部的な強大な偏圧 下 で 形成 され た 弱変成岩であ

る 可能性 も考 え ら れ る．南側 は 大 きな は ん れ い 岩体

（佐々 木，1961，工965；茅 原 ・小 松 ・黒 川 ・今井 ， 1976）
に よ っ て 貫入 さ れ て い る、

　（6｝ 県境地帯 に お け る 中生層 の 新分布地

　 こ れ ま で に 知 られ て い る 中生層は ， 利根川源 流域 の

奥利根 層 （上部 三 畳 系）お よ び 谷川岳周辺 の 中生層 （奥

利根 層あ る い は 岩室層 に 相 当）の み で あ っ た が ， 1975

年夏 の 筆者お よび 小松正 幸 らの 調査 に よ り， 巻機連峰

特 に 牛 ヶ 岳か ら東方 に か け て 分 布 し奥利根 中生層 の 延

長 と思 われ る地 層 が 見 出 さ れ た．粘板 岩質頁岩 と砂岩

の 互層 か ら な り， 北 方 に 急斜 して い る．ひ ん岩や ア プ

ラ イ ト質花崗岩 の 層々 迸入 を受け，一
部鉱化 し著 しく

変質作用 を こ うむ っ て い る，搆造的 に は 奥利根 向斜の

南 翼 の 延 長 部 に 相 当 して い る．奥利根 層はおお よそ東

西方 向の 軸 を有 す る 向斜構造 をもっ て い る．

　（ア） は ん れ い 岩 お よ び 輝緑岩 に っ い て

　新潟県三国 （さ ぐり）川上流 の 角閃石 は ん れ い 岩体

は ，南越 鉱 山 の 鉱 床 母 岩 をなす もの で ， 佐 々 木伝
一

（1961，1965）に よ り始 め て報告された もの で あ る．

こ の 岩体 の 全体 の 形状 が 筆者や小松 正 幸 ・黒 川克己の

1975年 夏 の 調 査 で 明 ら か に な っ た （茅 原
・
小松 ・黒

川 ・今井 ， 1976）（第 3 図 ）．こ の は ん れ い 岩体 は 南北

約 6km 以 上 ，東西約 15krn の 拡 が り を 占め ，上 越帯

に 分布する は ん れ い 岩体 の 中で 最大 で あ る．岩相 の 変

化 が 著 しく粗 粒 の は ん れ い 岩 （
一

部 は ペ グ マ タ イ ト質

と な る ）か ら細粒 の 輝緑岩質 の もの まで 変化 し，

一
部

は角閃岩質 で ある．ま た，局部的 に は 優 白質，閃 緑岩

質 と な る．こ の 角閃 石 は ん れ い 岩 は ， 北部 で は 水無川

変成岩を，東部 で は奥利根 中生層 を貫 き， 西お よ び 南

で は白亜紀花崗岩 に よ っ て 貫入 さ れ て い る．

　谷川連峰 の 茂倉岳北 か ら北方 に か けて 分布する 白亜

紀 花崗岩 の 中 に 多 くの 輝緑岩体 が 捕 獲岩と して 分布 し

て い る．こ れ らの 岩体 は い ずれ も NNW 方向 に 延 び た

形 を示 して い る．詳細 に み る と，輝緑岩 を主 とす る が ，

は ん れ い 岩 ・粘板岩 （ホ ル ン フ ェ ル ス ） ・
輝緑 岩 が 複

雑 に 貫 き あ っ て い る もの で あ る．

　 こ れ らの 輝緑岩類 と 蛇紋岩 は 花崗岩
‘S
に よ っ て 貫 か

れ ，更 に 中新 世 石 英閃 緑 岩 に よ っ て 貫 か れ て い る．
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也

　な お ，こ の 中新世 石 英閃緑岩は，東部 で の み 細長 く

北方 に 延 び 巻機連峰 を構成 して い る．

　以上 に 述べ た，谷川連峰お よび そ の 北方 山地 に お け

る蛇紋 岩 ・輝緑岩類 ・石 英閃緑 岩に み ら れ る NS の

方向性 は，後 で 述 べ る様 に，「柏崎
一

銚子線」の 性格 を

考察する に 重要 で あ る．

II。北部 フ ォ ッ サ ・マ グナ地域 に お け る 中生代

　 堆 積盆 の 生成 と 塩基性 火成活動

　（1） 中生代堆積盆地 の 火成活動

　端山ら （1969，
Fig．1 ）の 示 した 片 品構造線 （帯）

は，少な くとも尾瀬 まで は よ い として も， そ の 北方延

長 に は 疑 問が あ る．塩 基 性 深成 岩 の 分布 に だ け関 して

み る と ， こ の 線 を NE 方向 に 伊 南 川 沿 い に 延長 して も

よい し， そ の まま延 ば して 只見町東方 に 連続 させ る こ

と もで きる，こ の こ と は 山下 （1964）の 奥利根帯 と足

尾帯を区分す る線 に つ い て も同様 で あ る．

　そ れ は さ て お き，
3 −

（2）で 述 べ た よ うな佐 藤 ・吉

田 ・木村 （1974）の 時代論 や筆者の 推定が 正 しい とす

る と，端 山 ら の 設 定 し た 片 品 構 造線 （帯） は そ の ま ま

中生 層分布 の 東縁 を示す こ と に な る．そ して こ の 線よ

りも西 側 に は，中部三畳系 ・上 部三畳系 ・下 部 ジ ュ ラ

系 ・下 部 白亜 系 が ， や や 不 明瞭 なが ら も帯状 構 造 を

もっ て かな り広 く分布 して い る こ とに な る．た だ し，

景 鶴 山 の 最 上 部 二 畳 系 だ けが こ の 帯 に 含 まれ る が ， そ

の 位置は東縁線 に ご く近 い ．

　 さて ，こ の 中生層地帯 に は 蛇紋岩 ・は ん れ い 岩〜輝

緑岩が 多数散在 して い る．こ の うち，蛇紋岩 は，変成

岩 ・二 畳系 を貫 くもの ，岩室層 （下部 ジ ュ ラ系）を貫

くもの ，お よび新期花崗岩中 の 捕獲岩 と して 産す る も

の な ど が 区別 さ れ る が，い ず れ に し て も， 全体 と して

再活動 の もの を含 め て 上越変成帯 を切 り離 して は 考 え

られ ない もの で あ る．

　
一

方，は ん れ い 岩類は 上 越 帯で極 め て 多く出現 し（第

2 図
s’
），特 に上 部 三 畳系 〜ジ ュ ラ系 に 密接 に 伴 い

， こ れ

を貫 くもの と ， 花崗岩の 捕獲岩体 として産す る もの と

が ある、こ の 点 ， 姫 川 流域 の 来馬層の 中を単 独 で 貫 く

は ん れ い 岩類 の 存在 が 皆無 に 近 い こ とと明 らか に 区別

され，特 に 注 目す る必 要 が ある．

　上越帯 の 中生層 （特 に ジ ュ ラ系 ） と姫 川 以西 の 来馬

＊ 4 第 2 図に 示 した ほ か に ，水上 岡 藤 原 ダ ム 付近 は 角閃 石 は ん れ い 岩の

　 小露 出が あ り，また ，こ れ を被 う大倉 玄武 岩に は はん れ い 岩の 捕 獲

　 岩が 多数 存在する こ と か ら，か な リ広 い は ん れ い 岩の 分布 が 想定 さ

　 れ る．

層 とが 極 め て 類似 し て い る こ とか ら，こ の 両者 を関運

さ せ ，
フ ォ ッ サ ・マ グ ナ北部 の 新 第三系被覆地 域 の 基

盤 を大胆 に推定 し，全体 と して 中生 代の 堆積盆地 の 設

定を仮想する こ と が で きよ う．こ の 堆 積盆地 に つ い て

は ， 既 に 山下 （1957） お よび大森 （1960）が 論 じて い

．

る と こ ろ で あ る。

　 筆者は ，

・
上 越帯に おけ る 中生層 に は ん れ い 岩類 が 密

接 に 伴 うこ と，そ れ が 焼 山 深 部 や 柏 崎 附 近 の 先 第三 系

基盤 をな す塩基性岩類 と相互 に 類似 し，しか もこ れ ら

が 北部 フ ォ ッ サ ・
マ グナ で も広 く分布す る と推定 さ れ

る こ とな ど，言 い か えれ ば 火 成活動 の 面 か ら同様 な堆

積盆地 の 存在 を考 え た い ．そ れ に し て も，現在 の 露頭

分 布 だ けに 基 づ く古地 理 図で 画 か れ る堆積盆地 の 形 は

過 大 で あるように 思 えて ならな い ．

　要す る に ，規模 の 大 小 ， 位 置 は 別 と して も，
こ の 中

生代盆地 が ， 塩 基性 マ グ マ 活動 を伴 う性格 の もの で あ

る こ とを特に こ こ で指摘 した い ．

　 こ の 考えを更 に一歩進めた西 田彰
一

（個人談話 ）の

見解を次 に 紹 介する．

　（2） 来 馬 帯 と頸城帯一
西 田 彰 一氏 の 見解一

　 フ ォ ッ サ ・マ グナ最北部，つ ま り由下 昇 （1970）が

い う信越
一

房豆 帯 の 最北部 は，周知 の ように 糸静線 を

境 に し て ， こ れ か ら以西 は 非変成古生層， 中生層，変

成岩類，超塩 基性 岩類 な ど の ような古期 岩類か らな る

の に 対 し， 以東 で は
“

い わ ゆ る難波山層
”

と呼 ば れ る

新 第三 系 が 分布 し て い る． こ こ で 注 目す べ き現 象は，

以西 の 地 域 で は 来馬層群 と い うジ ュ ラ 紀 前期 の 地 層 が

糸静線 に 沿 っ て 狭長 に 発達す る と い うこ と で あ り，以

東 で は 難波 山層 の 分布 は，柏崎
一

銚 子 線 を北 限 と して

い る 点 で あ る．つ ま ワこ の 2 つ の 積成岩体 の 分布 に は

構造帯 とい う意義 が 潜 ん で い る ように思われ る．

　来馬層群 の 分 布 は，こ の 地 域 に 堆積 が ジ ュ ラ紀前期

に お い て もなお行 なわ れ た こ と を意味 して お り，こ れ

に 対 して 北陸地域 （富山 ・
石 川 ・福井県 ）に こ れ を 欠

除する と い う現象 は，こ の 時代 に は 北 陸 地 域 は 隆起
・

削剥 が 行 な わ れ た こ と を暗 示 す る も の と考 え る e 中国

大陸 か ら 朝鮮半 島を 通 じ て 中生代地 史 を眺 め る と ，

ジ ュ ラ 紀 前期
〜

中期 に か け て の 地層が 極 め て局限 さ れ

た場所 に の み 発達 す る とい う こ と を 回 想す る必 要 が あ

ろ う．す な わ ち ， 日本列島の 内帯を含 め て 前述 の 各地

域 は，こ の 時代 は 隆起 ・削剥 の 時期 に あ っ た もの と推

論 され る．こ れ に対 し ， 来馬層群 が 分布す る地域 は，

おそ ら く三畳紀 か ら ジ ュ ラ紀 前期 に わた り継続的 に 沈

降 ・堆積 の 場所 で あ っ た と 見 な し うる の で は な か ろ う
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ォ ッ サ ・マ グ ナ 地 域 の 先 第 三 系基 盤 岩に つ い て 89

か ．こ の こ と は，い わ ゆ る 非変成古 生層 と 来馬層群 と

が 構造的 に 平行 の 関係 に あ る とい うわれわれ の 最 近 の

知識 か らもうなつ くこ とが で きる．

　一
方，難波 山層 の 分 布 地 域 の 基盤 に は ， わ ず か な デ ー

タ で は あ る が ，近年 に お ける油 田 の 深部探鉱 か らの 情

報 に よれ ば ， 蛇紋峩 （南安 田 SK − 2D ）や 超苦鉄 質器（帝

石 ・茨 目
一 1号 ） の 存在 が 知 られ て い る．ま た，焼山

火 山 の 1954 年 の 活動 に と もな う噴出物 の な か に ，

meta −diabase〜gabbro ・amphibolite ・ meta −basalt・

clinopyroxenite な どの よ うな塩 基性 〜超塩 基性岩 の 岩

石 片 が 発 見 さ れ て い る （茅 原 ほ か ， 1974），す な わ ち ，

こ の よ うな事 実 か ら推察すれば灘 波 山層の 基盤 に は，

ユ ウ 地 向斜 運動 に 特微 的 な 超 苦鉄 質 岩の 活動 が あ っ た

こ と を暗示 す る もの であろ う．した が っ て こ の 地 域 の

基盤 に は地 向斜堆積物 の 潜在する こ と も予想 さ れ て く

る の で あ る．

　一
方，来馬層群 中に は ほ とん ど火 山活動の 徴候 は な

く，た だ 地 質構 造 （断層 ） に 規制 さ れ る超塩 基 性 岩体

の 迸入 が あ る の み で あ る．来 馬層群の 層相 は浅海性 で

あ るが ，その 層厚 か ら推論す る と三 畳 紀 か らジ ュ ラ紀

前期 に わ た っ て 引続 い て堆積 が 行 な わ れ た ， お そ ら く

大 陸棚 の 堆 積物 で あ っ て ， ミ オ 地 向斜的性格の もの と

理 解で きな い で あ ろ うか．すな わ ち ， 来馬層群 の 分布

地 域 は，北 陸 ブ ロ ッ クが 古生代 末以降 ， 隆 起 ・陸 化 し

た の と対照 的 に 地向斜 の 状態 を維持 して い た もの と考

察 さ れ る．した が っ て こ の 地 域 を来馬帯と仮称 した い ．

　 ま た
， 難波 山層の 分布地域 の 基 盤 を構成す る積成岩

依
5

に は 臆測 の 段 階 で は あ る が ， 来馬帯 に 対応す るユ ウ

地 向斜 の 堆 積物 と そ れ に 調和 的 な 火 成 活 動 の 所 産 で あ

る超 苦鉄 質岩や は ん れ い 岩の 岩体が 隠 さ れ て 存在す る

の で は なか ろ うか．こ の 地域 を頸城帯 と仮 称 して お く

（1975，　10）．

III．上越変成 帯 お よ び そ の 西縁 の 「柏崎
一

銚子

　　線」 に 関す る 2 ・3 の 考察

　（1） 上 越変成帯の 解体 と消滅

　
“

上越変成帯
”

が 「まぼ ろ しの 変成帯」 とい われ る

所以 は，（1）変成岩 の 露 出 （水無 川 変成岩
’2 川 場 片状 ホ

ル ン フ ェ ル ス な ど ）が 僅 少 で あ り， 捕 獲 岩体 と し て も

小岩体 （谷川岳頂上付 近） の み が 知 られ る に す ぎな い

「k5 火 ｝
’
j山 層下 郡 の 酸性凝 肝ξ岩 中に は粘 板 岩の 角礫 が 多 篭に 含 まれ て い

　 る 〔西 田，1975）こ と に 注 目す る必 要 が あ る ．
＊ 6 前 に 述 べ た よ っに ．水 無 川 変成 岩の 原岩 の 時代に は ，多少 問題が 生

　 じて きた 、

の に，（2礫 と して は 中生 層お よび 新第三 紀層中 に 多量

に 含 まれ る こ と （HAYAMA 　et　al．，1969），（3）した が っ

て ， 確実な形 で 変成帯の 幅や延長方向を画 き得な い と

い う不 明確 さをもつ こ と，な ど で あ る．

　 しか し，端 山 らが 述 べ て い る よ うに，変成帯山地が

ジ ュ ラ 紀前期 か ら，古第 三 紀 を通 じ，新 第三 紀 の 始 め

に か け て ， 何処 か に 露 出 して い た こ と は 確 か で あろ う．

しか もその 産状 は，青海一
小滝地 域 に お け る よ うに ，

断層で 中生層と接 して 衝上 して い る ような存在 で あ っ

た と考え られ る．

　なお，こ の こ と に 関連 して，吉村
・
鈴木 （1966）が

新潟 県西 山 お よ び中央油帯地域 に 分布す る 中新世 の 椎

谷層の 砂岩 中 に 緑 れ ん 石 と 共 に 藍 閃石 を見 出して い る

こ と， ま た佐 々 木
・
牛 島 （1968）が 東山背斜 両翼 の 椎

谷お よび西 山層か ら同様 に 藍閃 石 を多量 に 見出して い

る こ と に 注 目した い 。更 に 米山研究 グル ープ （1973）
に よ り米 山地域 の 鮮新世 の 礫岩中に塩基性 深成岩類 が

多量 に 含 ま れ， しか もそ れ らが 巨礫 で あ る こ とが 知 ら

れ て お り， そ の 起源 に つ い て 論議 の ある こ とを付 け加

え て お き た い ．ま た ， 筆者 （1974a ＞は ，
三条市付近

で 掘 さくさ れ た燕 R − 1号井 で ，深度 2，990m の 玄武

岩質凝灰岩中 に 藍閃石 片岩礫 が 含 まれ て い る こ と を 記

載 した が，坑井 の 位置 が 奇 異 に 感 じた の で 詳 しくは 検

討 しな か っ た ．岩質そ の 他更 に 検討 を今後 した い と考

え て い る．

　上 越 変成帯が 解 体 し消滅 して い っ た の は，一
つ は 断

層に よ る 著 しい ブ V ッ ク化 ， 白亜 紀 お よび 新 第三 紀花

崗岩類 の 貰 入 に よる押 し上 げ，分断 ・浸食 ， 更 に
一

部

で は 逆に沈降，中生代 お よび 新第三紀 の 火由岩類 の 被

覆 に よる消滅が あ る．

　 こ の 過程 は 糸 魚川
一静岡線西側 の 青 海

一
小滝帯 の 構

造 （第 2 図 ）と 比 較 して み る と ， よ く理解で きる．青

海
一

小滝帯で は，非変成古生 層お よ び来馬層分布地域

に く らべ て 結晶 片 岩露 出地 域 は 非 常 に 少 な い ．こ の よ

うな地帯 が 断層に よっ て よ り細 か くブ ロ ッ ク化 し， 更

に 多 くの 花崗岩体の 貫 入 をこ うむ れ ば 上越変成帯 に 似

た ような解体状 況 が起 るで あろ う．

　糸静 線以西 の青海
一一

小滝帯 の 蛇紋岩 に は，時代 を異

に す る 2 種 の もの が あ る．一つ は 来 馬 層中 に 礫 として

含 まれるもの で あ り，他 の
一

つ は 来馬層 と非変成古 生

層あ る い は結晶片岩 と の 問 の 断層 に 沿 っ て 貫 入 した も

の で ある．後者 の 場合 に は，第 2 図 か ら 明 らか な よう

に，い ずれ も細 艮 い 延長方向を示 して い る．

　上 越 帯 の 蛇 紋 岩 は ， 岩質 か ら は dunite，一
部 harz・
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90 茅　原　
一一一也

burgite起 源 と さ れ て い る （HAYAMA 　et　al ．
， ユ969）が，

時代的 に も 2種 の もの が あ り，こ の 点 で も青海
一

小滝

帯 に 類似 して い る．しか し ， 狭長 な延 長 を示す もの ，

あ る い は か つ て そ の 状態 で あ っ た こ とを示す産状 は 何

一
つ な い ．こ の こ と が 問題 をな お 困難 に し て い る．し

か し，
い ずれ に して も， 上越変成帯 の 岩石類 の 元来の

構造 は，や は り上位 の 二 畳系 以 下 の 古生界 （山 口 帯 ）

の 構造 とは お お む ね 調和的 で あ っ た と考え た い ．した

が っ て ， そ の方向は NEE 方向 で あ っ た と み た い ．

　（2） 上 越 帯 西 縁 に お け る 「柏崎一
銚子線」 の 性格

　谷 川 岳周辺地域 に お け る地 質構造 は，20 万分 の 1新

潟県地質図 （1962），赤松 ・島津ら （1967）お よ び 筆者

らの 最近 の 知見 に よれ ば ， 次 の よ うな特徴 をもっ て い

る．

　（a 》輝緑岩類 の 分布 お よ び 構 造

　
一

の 倉岳以北 で は，輝緑岩 と した 大小 の 岩体 が 白亜

紀 花崗岩中に 捕 獲 岩体 と して 多数存在 し て い る．こ れ

らの 岩体 は お お む ね NNW 〜NS 方 向 に 延 び て い る．

実際は ，前に 述べ た よ うに，輝緑岩 ・縞状 は ん れ い 岩 ・

片 状 ホ ル ン フ ェ ル ス な どが 複雑 に 切 り合 っ て伴 っ て い

る岩体 で あ る、

　（b）蛇紋 岩 の 分布 お よ び 構 造

　谷川岳頂 上 付近 で は 蛇紋岩 が 南北方 向 に延 び て，白

亜 紀型花崗岩お よ び 第三 紀 石 英閃緑 岩に よ っ て 捕獲 さ

れ て い る．また，更 に 北部 で も蛇紋岩体 が い くっ か 白

亜 紀型花崗 岩中 に 取 り込 まれ て 分布 し て い る．

　こ れ ら の 蛇紋 岩 は更 に 西方へ 分布 が ひ ろ が っ て お

り ， 飯士 火 山南方 お よ び 松川西南方 の 新幹線 トン ネル

内 に も大 きな岩体 が 存在す る．した が っ て ， 「柏崎一銚

子線」は 「米山
一

谷川岳構造 帯」（猪間，1971）よ り も

更 に 幅 をひ ろ げ ， 西 田 お よ び 筆者 （1973）が 述べ た よ

うに ， 清津川 まで 含め た帯として 考 え た 方 が よい と思

う．

　 と こ ろ で ， 上 述 の 超 塩 基 性 〜
塩 基 性捕獲岩体 の 個 々

の 延長方向 が NS 〜NNW 方向 を示 す と して も， こ れ

をも っ て 直 ち に こ の 方向 の 変成帯 を考 えるの に は 問題

が あ る．こ の 方向性 は単 に 既存岩体 の ，「柏崎
一

銚 子線」

の 形 成 に 関連 し た 破 砕 方 向を示 す もの で あ っ て，そ の

後 の 深成岩体 の 貫入 に よ っ て解体 さ れ ，
ル ーフ ペ ン ダ

ン トとして 残 っ た もの で あ ろ う．

　 こ の 地 域 の 破砕 帯 の 方向 は 新第 三 紀 石 英閃 緑 岩体 の

貫 入 時 に も影響 して い た こ と は ， そ の 岩体 が 巻機連峰

を構成 して南北 に 細 く延 び て い る こ と で 明 らか に 示 さ

れ て い る，

　要 する に ， 上越帯の 西縁 を限 る 「柏崎
一

銚子線」は ，

こ こ で は白亜紀花 崗岩貫入前に 生 じた，既 成 の 変成帯

を切 る幅広 い NNW 〜NS 方 向の 破砕帯 と して 性格づ

け た 方 が よ い よ うで ある．

1V．足尾帯 お よ び 上越 帯の 転位 を説 明 す る
一試

　　論

　（1）従来の 諸見解

　北関東 の 足尾帯 の 帯状構造 が 関東山地 の そ れ に ほ ぼ

直交する と い う不連 続性 に つ い て い ろ い ろの 意見が あ

る が ，そ の うち，藤 本 （1932 ），大森（1960 ），牛来 （1968＞，

礒見 ・河 田 （1968）の 所説 に 注 目 した い ．

　藤本治義 （1932）は，関東 山地 の 帯状構造 が 赤石 山

地 の そ れ と，9ぴ近 くも対 曲 して い る こ とに 注 目して ，

こ の ような転回運動 の 時期 を，小仏層群堆積後 で 御坂

層群堆積前 と し て，利 根 川構造線以北 に お け る 入 溝 ・

筑波 ・足尾 山地等が 利根川構造線等に沿 っ て東方 に 水

平移 動 した こ と と関係 さ せ て い る （大森 ， 1960， p．66

か ら引用）．

第 4 図　足尾帯 ・上越帯 の 回 転 に よ る復元 図

　　　　（茅 原 ，
1975）記 号 は 第 1 図 に 同 じ

　 こ の 時期に 関連して 大森 （1960， p．77）は，別 の 論

拠 か ら，「利根 川構造線 は ，決 して 上部 白亜系堆積 後 で

御 坂 層群堆積 前 と い っ た
一

時期 に 形 成 さ れ た もの で な

く， 前期 ジ ュ ラ 紀 な い し後期 三畳紀 か ら T 古第三 紀 に

か けて 次 第に 赤石 山 地 と関東山地 との 対曲を強化す る

ような形 で，こ の 構造線 が 形成 され た もの で あ ろ う」，
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と述 べ て い る．

　礒見 ・河 田 （1968）は ， フ ォ ッ サ ・マ グナ両側 の 基

盤岩類 の 対 比 に つ い て 論 じ，そ の 結論 を次 の ように 要

約 して い る．

　（a ）北 関 東の 山 地 に お け る基盤 岩類 の 3 帯一上 越

帯 ・足 尾帯 ・
筑波帯一

は フ ォ ッ サ ・マ グナ 西 側 に お け

る 西南 日本内帯 の 飛騨外縁帯 ・
美濃帯 ・領家帯 の 延 長

で あ る．こ の 結論 は ，白亜紀〜古第三紀 の 火成活動 が

フ ォ ッ サ ・マ グナ の 両側 で完全 に
一

致す る とい う事実

に より， と くに強 く支持 され る．

　（b｝ フ ォ ッ サ ・マ グナ 西 縁 構造線 に よる基 盤 岩類 の

横ずれ の 量 は ， 最大 10km 程 度 で あ る，こ の 構 造線だ

け で は，北関東 の 山地 の 異 常 な 地 質 構 造 は 説 明 で きな

い ．北 関東 の 山 地 の 基盤 岩類 が ， フ ォ ッ サ ・マ グナ西

側 の 基盤 岩 類 に 対 して 示 す 見 か け の ず れ の 量 （約

100km ）は ， 上記の ずれ （10　km ）よ りは，は るか に 大

きい ．

　（c）北関東 の 山地 の 基盤岩類 の 転位 は ，
フ ォ ッ サ ・

マ グナ西縁構 造線によ る転位 では説 明できな い ．白亜

紀 か ら 古第 三 紀 の 間 に 活 動 し た と想定 さ れ る ま ぼ ろ し

の 大構造線
一関東構造線 （第 1図  一  一  ）一

の 形

成 に 関係 した地塊 運動 の 所産 と み る べ きで あ ろ う．

　（の こ の 関東構造線は，関東平 野 で は，領 家轄 と三 波

川 帯 との 境界線 と して の 中央構造 線 （第 1図  一  〉

に
一致 す る，しか し，関 東構 造 線 の 西 半 部 ，

っ ま り

フ ォ ッ サ ・マ グナ地帯内部で の 構造線（第 1図   一  ）

は
， 中央構 造線 と は 斜交する ，

フ ォ ッ サ ・マ グナ地 帯

だ け に 固 有な NW − SE 方 向の 構造線 と考え られ る．

　（e 》関東構 造線 の 本質 的な形成 や ，そ れ に 関 係 し た

北関東 の 山地 の 基盤岩類 の 転位は，白亜 紀後期 か ら古

第三紀 の 間に 行 なわ れ た と考え られ る．

　牛 来 正 夫 （1968） は ， 領 家帯 の 構 造をフ ォ ッ サ ・マ

グナ に っ い て論 じ，「先新第三系基盤構造は，大局的 に

み て ， 太平洋 の 方に 張 りだ した 弧状 （但 し， 曲率は現

在 の 本州弧 の それ よ りも大 きい ）として お り，フ ォ ッ

サ ・マ グ ナ あた りで，北北西方 向 に 大 き く く び れ こ ん

で い る もの と考 え る事が で き る．こ れ は ， 正 に ナ ウ マ

ン （1885）が考え た 構造 で あ る．い わ ゆ る 利根 川 構 造

線 に そ っ て ，東北 日本 の 古期岩層 が 東方 に 移動 し た為

に，赤石 山 地 の 北 方延 長 が 東 に 屈 曲 して 関東山地 に

な っ た と い う，小 川 （1899）その 他 の 考 えは ， 正 し く

な い と 思 う」， と述べ
， 前述 の 転位 の 2 説 を否定して い

る．

　 （2）箪者 の 見解

　阿武隈帯は，変成帯 の 性格 ・原 岩 で あ る 古生層の 時

代 ・
変成帯の 地質構 造な どか らみ て，足尾帯 とは 全 く

異質で あ る （黒 田，1963 ；総 研 阿 武 隈 グ ル
ープ，1969 ；

儀 見 ・河 田
， 1968）。し た が っ て，足尾帯 の 構造 や そ の

転位問題，ならび に，糸静 線以西 の 各構造帯 や 関東山

地 の それ との 不連続性 な どを考 える に あ た っ て切 り離

し て考えて よい であ ろう．しか し足尾帯 と阿武隈帯 と

の 関係は，以 下 の 推 論 を行 な うに あ た り大きな問題 と

して 残 る．

　足尾帯 の 不連 続 は，結論 的 に い えば ，幾何 学的 に は

回転運動 に よ っ て 説明 で きる と思 う．

　（1） 幾何 学的 に み れ ば，日本国片麻岩 の 北 西端 （第

4 図 X 点 ）を中心 として，足尾帯全体 （上越 帯 ・
筑波

帯 を含めて ）を時計 回 り方向 に 約 20
°
回転す る と，利 根

川 構造線 （第 1 図   一  ）は 関東構造線北半部 （第 1
図   一  ）に ぴ た りと

一
致 する．こ の ように して み る

と，糸静線以 西 の 構 造 帯 と上 越帯 ・足尾帯 と の 連続性

を復 元 する こ とが で き る．す な わ ち ， 以下 の ような元

来の 位置関係 を求 め る こ とが で きよう．

　（2） 飛騨 外縁帯は上越 帯 に 連続 し ， そ の 延 長 は佐渡

島に 至 る．現在 の 位置 で の 片品構造線 （帯）（端 山 ら ，

1966，1969， 第 1 図 ）は 新 発田
一

小出線 （山下 ， 1970）

を横 断 し佐渡 島東側 に 延 び る，一
見，奇異な延長方向

を と っ て い る が，復 元 位 置 で は 無 理 の な い 形 で佐渡島

へ 延 び る こ とに な る．何故 な ら ば ， 佐渡 島は 回転運動

に は参与 して い な い で 元 来の 位置 を保 っ て い る か ら で

ある。

　（3）足尾帯 は 美濃帯 の 構造をそ の ま ま 延長 し た構造

と して 理 解 で きる．

　（4） 関東平 野 で の 領家 帯は 第 1 図 （総研 阿武 隈 グ

ル ープ，1969，図
一 1 ）の よ うに 主部が 帯状 配列 をす

るの に 対 し， 筑波帯 は こ れ を領家式変成岩 と考 え る と ，

とび離れ た とこ ろ に 位置 し て い る．こ れ を回 転 で 元 位

置 に も どせ ば ， 関東 山地北東部で領 家帯に
一

致 す る．

　（5｝ 関東構造線北部   一  は 単 な る割れ 目 で あ り，

南部 
一

  は水平ずれ 運動 を示す断層で あ っ て 性格 が

異な る と い うこ とが で きよ う．こ の 水平回転 に よ っ て，

外帯部分 は 元 来 NE 方 向を とっ て い た もの が ， 南 へ 押

し上 げ られ た 形 に な っ て い る．

　  利根 川 構 造線  一  は 関東構 造線 
一

  と 同 じ

もの で ある．

　（7｝ 足尾帯 ・上 越帯の 基本構造 は ， 第 1 図 お よび 第

3 図 に 示 した よ うに ， 北部 で は NNW − NS 方向 で，南

部 で は NE 方向 をと りわ ん 曲 し て い る．南部の NE 方
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一

　也

向 は ， 水平 回転運動 の 際の 引ず りに よるわん曲 と見 る

こ と もで きよう．

　以上 の よ うに ， 足尾帯 ・上 越帯 の フ ォ ッ サ ・マ グナ

東側地域 で の 不連続性 は ， 幾何学 的 に は，元位置 か ら

反時計 回 り の 20
°
の 回転 に よ っ て 現 在 の 位 置 を と っ た

結果 で あ る と説明す る こ と が で き る．

　さ て，以上 の 幾何学的考察を ダ イナ ミ ッ ク ス の 面 か

ら も説 明 し得 るか と い うと， 多くの 問題 が あ る．

　（a ）第 1 は ， 地殼 の 割 れ 目  一  お よ び新発 田一
小

出線 が ど の よ うに 発 生 した か と い う問題 で あ る．こ れ

に は 積極 的 な 論 及 が で きな い が ， 大局 的に は 本州弧 の

折 れ 曲 りに 関連 して 生 じた 割 れ 目 と して
一

応理 解 し て

お き た い 。

　（b）第 2 は，割れ 目の 発生後の 回転運動 の 原動 力 は

何 か とい う問題 で あ る．こ れ は 大局的 に は本州弧 の 動

き ， 割れ た ブ ロ ッ ク の 間の 相 対的な運動 と して とらえ

るべ き で あ ろ う，西南 日 本 弧 が 日 本海 の 中央部 か ら南

へ 移動 した とい う考 え 方が あ る が ， そ の 移動 過 程 で の

ブ ロ ッ ク化お よび 回転運 動 と して 考 える こ と も可能 で

あ る．

　 フ ォ ッ サ ・マ グナ地域 と い う局部的 な 見方 をすれ

ば ， 割れ 目の 発生 ， 塩 基 性 マ グ マ の 上 昇 ・充 填 → ブ ロ ッ

ク の 移動 が 連続的 に お こ っ て ，
ブ ロ ッ クを東方 へ 押 し

や っ た と 考え られ る ．

　以上 の 考え は ，
い わ ば 局部 的 な 海底拡 大 と い っ て も

よ い か もしれ な い ．こ の 拡 大 さ れ た 地 域 が 塩 基性 マ グ

マ の 多量 の 貫 入 を伴 う中生代 ユ ウ 地 向斜 の 発生 に 結び

つ く と い っ た 思考 が 前節 4 の 推 論 の 基底 に あ る．筆者

お よび西 田彰一
は，北部 フ ォ ッ サ

・マ グ ナ地域 の 先第

三 系基盤 として の 白亜紀花崗岩 は 存在 しな い の で は な

い か と考之 て い るが，こ れは上記 の 考 え と矛盾 しな い ，

　地塊 の 移動 が ど の ような面 で 行 なわ れ る の か は 極 め

て 困 難 な 問 題 で あ る．こ れ に 関 連 し て ，最近，木 村

（1973）が ， 「赤 石 山地や関東山地 を作 る 地塊 は ， そ れ

よ り下 の シ ア ル 物質 よ りな る，よ り深 い 基 盤 の 上 を，

い わばすべ り動 い て現在 の 位 置 を占め るに 至 っ た とみ

な し得 る ， 北上 ・阿武隈山地 な ど の マ ッ シ
ー

フ に つ い

て も同様 で あ ろ う．た だ こ の すべ り動 きの 面 が ， 中
・

古生層 とそ の 基盤 との 境界面 で あ っ た か ，それ とも，

そ れ に 関係 な し に 生 じた もの で あ るか に つ い て は 現在

の と こ ろ推 測 の 根拠 をもた な い 」， と述 べ て い る の が 筆

者 の 興味 をひ く．

　 （C｝足 尾帯 ・上越帯 の 回転移動に よ っ て 開 い た 地域

が 中生代 ユ ウ 地 向斜 期 を経 て，古 第三 紀時 代に ど う

な っ た か は 1 つ の 問題 で あ る．筆者 は 前述の 思考 か ら ，

こ の 地 域 に 古 第三 紀層 の 存在 の 可能性 を強 く考え ざ る

を得 な い ．

　こ の 問 題 に 関連 して，外帯 基盤 を切 る 形 で 分布 して

い る内山層 ・北相木層 な ど 疑 問 の 多 い 古 第三 紀層 ， お

よび 群馬県鏑 川流域 に 分布す る神農 原層 （上部 白亜 系

な い し古第三 系）の 存在 に 注 目す る 必要 が あ る．

　そ して ， こ の 不安定地 域 は新第三 紀 に な っ て グ リ
ー

ン タ フ時代に は 異常な沈降帯 とな り， 更 に そ の 後の 難

波 山帯 に み られ る よ うな 異常隆起 帯に 転化 した こ とが

考 え ら れ る．

　（d） 開 い た 地域 に お け る 新 生 代 の マ グマ 活動 が ど

の よ うに か か わ っ て い る か は無視 で きな い 問題 で あ

る．

　弥彦 ・佐渡島小木半島 ・
米 山 ・糸魚 川 南方海 川 な ど

に 玄武岩
〜

塩基性火山岩 が 卓越 し て 活動 し た こ とは，

復 元 し た と きの 新発 田一
小 出線 の 位置 ・方向 と関連 し

て い るように も見 え る の で 矛盾 し な い ．また，米 山以

西 で 七 谷 期 の グ リーン タ フ が 劣 勢 で あ る こ と も意義が

あ る と考え られ る。

　 しか し，
フ ォ ッ サ ・マ グナ 北部 地 域 に お い て 質的 お

よび 量的 に 特有 な出現 をす る ，
い わ ゆ る新第三 紀石 英

閃緑岩お よび 難波 山帯の 石 英閃緑 ひ ん 岩類（茅原 ，
　1974

a ・b ）は ， こ の 開 か れ た 地 域 の 地 殼
一マ ン トル 系 の

条件 と矛盾す る の で は な い か，と い う疑問を生ず る．

　 こ れ に 対 し て は ，最近，石 原 （1975）に よ る こ れ ら

の 石 英閃緑岩類 の 大部分 が，マ ン トル 性 の もの に属す

る と い う見解 が 筆者の 興 味 をひ く．

　（e ）他 の 地球物理学的情報，例 えば重力
・
磁 力な ど

が 上記 の 推察 とマ ッ チする か ど うか ，十分 に 検討する

必 要 が あろ う，

　（f） もし，足尾帯 が 関東構 造線北半部  
一
  で 割れ

て 動 い た とす る と ， こ の 線 と糸 魚 川一静岡 線 と に 挾 ま

れ た 三 角 地 域 で は，もち ろ ん後 の 変動 で 糸静線 に よ り

大 き く沈 ん で い る が ，美濃帯 の 延 長 が そ っ く り残 さ れ

て い る筈で ある．こ
．
の 三 角地 域 の 先第三系基盤 に っ い

て の 情報 は，筆者 の 知 る限 りで は 全 くな い ．しか し，

美濃帯 が そ の ま ま延 長 し て い る こ と は 十分 に 考 え ら

れ ， こ の 基盤構造が ， 難波 山帯 と 区別 さ れ る南部 地 区

の 新第三 系 の 裾曲構造 に 反映 して い る の で は なか ろう

か ．

　新第三 紀 の 信越糟曲帯は 大局的に は
一

連 の もの で あ

る が
，

「米山
一

谷 川 岳構造帯」を境 に して
， 北 東側油 田

地 帯 と難 波 山 帯 と で 褶 曲形 式 が 異 な っ て い る （山 下，
　　　　　　　　　　　　　　」
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1970； 猪 間，1971； 西 田 ・茅 原 ，
．19731 木村 ・吉 田

，

1973）．また，お お よ そ 笹 ヵ 峰断層 （西 田 ， 1975）を境

に して ，そ れ よ り南西 地 域 の 褶 曲構造 は 小 さ い 波 長 を

もつ 平行的な もの に 変 わ っ て い る．こ の 笹 ヵ 峰断層の

位置 ・方向 は 関東構造線 とか か わ っ て い る ように み え

る．新 第 三 系 の 基盤構造 お よび 運動 が 被覆新第三系 の

褶曲 に 反映 して い る （木村，1973） とす れ ば，逆 に こ

れ ま で に 述 べ た 諸 構造線の 存在 を証するもの とい えよ

う．

　以上 に 述 べ た よ うな ， 回転運動 を考 え るの に は ， 多

くの 難 点 や 問題点 が 伴 うが，一
つ の 可能性 と して，回

転運動 に よ る 足 尾帯 ・上 越 帯 の 転位仮 説 を提 唱 し た い

と考 え て い る．

　こ の 回転運動 は，早 くは ジ ュ ラ 紀 前 期 以 降 に 開始 さ

れ ， 最大の 転位は 白亜 紀 末か ら古 第 三 紀 に か け て 起

こ っ た もの で は あ る まい か ．
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Pre-Tertiary  Basement  Rocks  in the  Northern  Fossa Magna  Region

Kazuya  CmHARA

   (Abstract)

.e

     By  the recent  fielcl survey  it has been clarified  that the Mesozoic strata  of  middle  to upper  Triassic,

lower Jurassic and  lower Cretaceous ages  are  more  widely  developed than  ever  known  in the western  side

of  the Katashina Tectonic Line <Zone).

     The  Mesozoic formations are  intimately associated  with  gabbroic  or  diabasic rocks.  This fact

suggests  that the formations were  the nepton  formed in a eugeosynclinal  basin. Similar gabbroic  to

ultrabasic  rocks  as  pre-Tertiary  basement have been fottnd in the northern  Fossa Magna  Region through

the investigation of  volcanic  ash  erupted  from the Yakeyama  volcano  in 1974  activity,  deep drillings near

Kashiwazaki City, and  the studies  of  xenoliths  includecl in the Pliocene volcanic  lavas.

     The  Joetsu-Ashio belts are  displaoed about  100 km  against  the corresponding  belts developed in

the west  side  of Lhe Itoigawa-Shizuoka Tectenic Line, and  display a  distinct discontinuity against  the

zonal  arrangement  in the Kwanto Mountainland,

     Geometrically this discontinuity may  be explained  by a  hypothesis that the  Joetsu-Ashio belts were

rotated  counterclockwise  about  the point X, near  the Nihonkoku  gneiss area,  from  the original  position,

By  the clockwise  rotation  about  the point X  by 20 degrees, 1) the Tonegawa Tectonic Line coincides

with  the northern  part  of  the Kwanto  Tectonic Line, It means  that the both tectonic lines were  originally

the sarne;  2) the Joetsu metamorphic  belt becomes continuous  with  the Sangun  metamorphic  belt and

extends  northward  to Sado Island; 3) ･the Ashio belt coincides  with  the Mino  belt; 4} the Tsukuba

Ryoke-type  metamorphics  occupy  the position near  the northeastern  side  of  the Kwanto  Mountainland.

Consequently the general zonal  arrangement  in the western  side  region  of the Itoigawa-Shizuoka Tec-

tonic Line as  a  whole  extends  to northeastern  direction,

     The  displacement of  the Joetsu-Ashio belts by counterclockwise  rotation  from  the original  position

might  result  in the opening  of the upper  crust  in the Fossa Magna  Region, and  the opened  di$tricts might

be filled by the basic igneous intrusions andi  the sediments  of  eugepsynclinal  characters.

      The rotational  displacement rnight  have taken  place first in the Jurassic age,  and  then  accelerated

during the late Cretaceous to Paleogene epochs,
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